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注： 熱帯酪農匠たいする技術協力で成功したものは少ないが、 クイ国妬対

するデンマークの酪農協力は稀にみる成功事例といえる o協力開始後10 

年を経過したところで FAO調査団によ・るエバリュェ ーションが行なわ

れた。ここにその調査報告を集録することとした。
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調査結果および勧告の概要

Thai - Danich Dairy Farm (以下 TDDFと略称す る。）設立協定

は 19 6 1年 10月調印され、 牒場は 19 6 2年 1月 16日開設されたo研

修センクーは同年 7月 5日阻設されたo TDD  Fの目的は、 「デンマーク

ー クイの共同事業 として、牛の育種、酪農展示圃およびク イJ追民 とクイ 腹

業技術者のための研修センク ーを運営すること 、普及事業を通して地方の殷

民に近代的牛飼育の知識を向上させること」であったo 第 1次協定の協定期

間は 8カ年であったが、 1 9 6 9年 10月に満期となり、 19 7 3年 10月・まで有効な第 2次協定が続いて結ばれた o第 2次協定によれば、 19 7 1年
1 0月 19日、 TDDFの管理はデンマークからクイ政府に移管される予定

である。 19 7 1年 10月 20日から 19 7 3年 10月 19日までの残り の

2年間は、デンマーク戟員がクイの新しい管理に対しアドバイザーとして拗

く。 2つの協定の写しはこの報告沓に添付 した。

1 9 7 1年 4月 1日現在、 デンマーク政府の TDDFに対する総供与は約

9, 5 5 0, 0 0 0デンマーク クロ ーネルに達し、一方、クイ政府は、農楊の設

立と運営のために、約 6,6 0 0, 0 0 0バーツを投じた。

四 ：20. 8バーツ ＝ one US ドル

7. 5クローネル＝ one US ドル

TDDFは完成の段渚に達した 。それは独特で有効な試みであり、クイの

● 他のどの地方でも 適用 されうるも のであ るoTDDFとて名澁渠落で作り出さ
れた酪農の碁盤は充分であったが、決して入念なものではない oTDD  Fと

そのま わりの牒場に設置される設備の建設のため妬、その地方の材料を利用

するあらゆる努力が払われた。

TDDFの牛群は 1,5 0 0頭に達した o群は健全で強壮に見える o乳生産

凪は、と くに酪殷集落と個人牒場で急速に増加 し、乳牛 1頭あたりの 1日の

泌乳はは満足できる蘊で、乳牛 1頭当り約 8kgで ある o育種計画は順調に進

み、 50~7 5'!, Red Daneのかかった雑種牛の増殖は促進すぺきであると
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いう正しい結論に逹した。そうするためには、 TDDFの現在の牛群の規模

で十分のように思われる。

牧単とマメ科牧卓が混在した 28 llhaの土地は、この牛群の海要試に十分

であり 、さらに、別の 50 0頭を追加飼捉することができる o病害の問閣は、

腹場の積極的な防除対策によって大きな 1問題vcはなっていない o TDD  Fは、

とくに、若い学生の研修、 人工授精の紹介等、研修や普及活勁陀大きな効果

をあげている o牛乳生陪者侭支払われた価格化は、品質奨励金が組込まれて

おり、これは生陀者忙大きな満足を与えている。

従来行われてきた会計、ンステムのために、此場の会計上の収入益を、的確 ~ 
に評価することができない。しかしながら、市場の販路が危険にさらされな

ければ、 TDDFは一つの自営の単位となり、そのまま続くであろうと調森

団は確信している。同様のことが、 ここ当分の間は酪閑集落（ Colony)の

入植者についても言えるだろう。

T D D F (IC働くクイの従業員は、この比均を経営する忙足る泥力が十分に

あるものと謡卦団は確信している。

近代的酪農業はクイでは巖近発展してきたものであり 、それが国の殷業の

一部門として確立したものとな るlては今少し時間がかかるであろう 。現在、

牛．牛浮Lの生産磁は 1日Vと約 15トンであり、その内7.0~ 7. 5トン はMuag

Lekで生産されている。現任の割合で日各品巣落と他の自営滋場の生l店が伸び

続ければ、MuagLekから産出される生牛乳は、少く見積っても 、 1 9 7 2 -

年まで匠は怪く 1日9トンに逹し、 1 9 7 5年までに 1日15~ 1 6トン匠

達することが可iiビであろう。もし低温殺困牛乳の需婆が増産に併行して起ら

なければ、 TDDFとその隣接生産者は、毎日の生産品を公正な価格で処直

する事忙、かなりの困難に直面するであろう。それ故、その地域で生I'.信され

る生牛乳の処置のため匹、新しい需要を開拓する必要がある o視在最も有望

なことは、殺菌牛乳工場を導入することである様に思え る。

調査団の勧告の要点はつぎの通りである。
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(i) 現在酪股腹業が実行可能であることがわかり 、 また TDDFに対し て

クイ政府が示した関心を よりどころ にして、晨業省に対し、クイの酪牒産

業のあ らゆる本質的な側面を含んだ国家的 な酪腹開発政策の確立のために

重大 な配慮を払うように勧告してもよいはずである 。

(ii) T D D Fが育哺、研修および普及の分野で取得した貨童な知識や経険を

もと忙、政府はこれをさらに広範囲に適用させたいと考えてもよいはずで

ある。

(iii) TD  D Fおよび瀦農集落の雑乳牛の増殖計画は、 RedDane 5 / 8の割

● 合で読行されるべきである。この よう な交配計画を進めるためには、現在
の規模の牛群で適当である o後代検定は TDDFで着手されるべきである。

UV) 両政府間の第 2次協定の第 3項に書かれた独立研究所は、 TDDFの牛

乳生産の商業的性洛を認めなければならない。

(V) 現在の高水準の能率を維持するために、澁楊のクイ戟員の給科体系は、

クイ国の他の近代的会社企業と競合できる水準に保持されなければならな

~o 

（V} 殺菌牛乳 と滅菌牛乳の市場誠査はできるだけ早〈行われるぺきであり 、

滅菌牛乳工場の建設の決定には、 この凋社の結果を待たなければならない。

叫 彼らの経済力を測定するためには、廿各農集落の淵拓者と自営酪股膝民の

農場管理凋査およびTDDFの貨用／利益分析が行われなければなら ない。

● (viiD T D D Fの 4大構成分子の財政関係を歪定するためには、 TDDFの牛
乳生産、牛乳処理お よび配給、研究および研修、普及活劫の会計を別々に

設けなければならない。

似x) より 多くの若い腹民、農業技術者、大学の学生の訓練を可能にするため、

TDDFに寮や講堂の設備を増やすぺきである 。
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序文

1. 1971年の初め、デンマ ークおよびクイ政府は、 Saraburi州 、Muag

Lek地方のクイ ー デンマーク酪幽巖場の評価調査のなされることに共妬

同意したo 謁査団の詳しい委託条件にいては付録 Iに示した。

2. 凋査団員の構成

(i) Mr.A.R.Ayazi Evaluation Service 

F.A.O.ロー マ

(ii) Mr.Ejner Nielsen一国立勁物学研究所

コペンハーゲン

(iii) Dr.Krui Bunyas ingh 

クイ王国

巖業省

3. 詞査団は 19 7 1年 6月 14日から 7月3日までクイ国匠滞在 した o調

査団は約 10日閲、 TDDFを訪問し、バン コクの多くの分野の政府の官吏

と会議を持った。凋壺団が会っ た政府の官吏の名簿は付録 Ilに示してある。

4. 謁査団員は、クイで受けた絶大なる協力と欣待に対し感謝したい o とく

に、淵査団を迎えるにあたりお骨折りいただいた農業大臣M.R.Chakr a tho 

ng Tongyai 閣下、 クイ駐在デンマ ーク大使 AlbertKnigsteldt [絹下、

農業省外務次官 Dr.Sawaeng Kulthongkham にお礼を述べたい o調査団

員はまた、TDDFのデンマ ーク戚員およびク イ鞍員の歓迎と絶大なる協力

忙対してお礼を述ぺたい。
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タイにおける詭農業の現状

1. クイにはまだ現代的酪農莱は存在していない o実際、家畜部門はクイ国

の農業経済にとって比較的小さな役割しか果していない 。このように、 1 9 

6 9年に家畜部門が占めた価値は、殷菜 GDPの総額の 11 %にすぎず、お

およそ漁業部門と同額であった。現在生牛乳の生産は小規模であり、バンコ

ックの周辺、 Ayudhya,Nakorn Pa thorn,Ra tburi,Muag Lek,Chieng 

Mai のような数少ない特定の地域に集中している。

2. 国産種および無名の畜牛は、頑辻な動物であるが、牛乳生産潜在磁が非． 虹少ない o通常、畜牛は農作業用か食肉生産用である o乳牛の低い泌乳能
力は、国産牛の貧弱な遺伝的体質に起因する o改良品種の育種は、まさに農

民の閑心を引き始めたと ころであり、それと共に、乾期の飼科不足を補う牧

草の新鮮保蔵法も始められたところである o試験結果によれば、外国産の畜

牛はクイの環境には比較的適応しにく く、 現地病にも一層かかりやすいよう

である。

3. 生牛乳の消貨攘が、とく侭主要都市部で近年増加 してきたにもかかわら

ず、国全体としてみれば、依然として、生牛乳の消貨黛は少ない o殺菌生牛

乳および地方生産の滅菌牛乳および還元牛乳の市場販売鼠は、おそらく、 1 

日およそ 16~1 9トンであると見積られ、その大部分がバンコク地域に限

定されている o生牛乳の需要を押えているものは、国民の低所得、不充分な・流通構造、とく に冷蔵設備の欠如、そしてクイ国民が練乳の特別な味を知っ
ている事実である。

（訳者注）この報告書には、殺菌方法についての説明はない oPa st eur 1 

zed wi lkを殺菌牛乳、 sterizedwilkを滅菌牛乳と訳したoわが国では

前者を以前は低温殺菌と呼んでいたが、現在は保持殺歯と呼んでいる。 62 

~6  3℃に 30分間加熱殺菌する方法である orecombined・ milkを還元牛乳

と訳したが、脱脂粉乳を溶解、乳脂明を加えて均質化し殺菌したものである。

4. 今日まで、酪農生産物の需要のまさに大部分は輸入によってまかなわれ

-5-



てきて、 （付録 lll 表 1)その価格は最近急激に上昇 してきている 。 19 6 D 

年から 69年の間に、酪農輸入品の価洛は 1年に 5.9 %の割で伸び、 1 9 6 9 

年には 69 2百万バーツ に達 した o多改の大型や中型のh各牒工場も設置され

た。これらの工場のほとんどすぺては、粉末脱脂乳やバクーオイルを遠元牛

乳や滅菌牛乳に変換するために使われている。

低価洛で牛乳や乳製品を諭入 しようとする高まり と特定な地域を除いて絡

股生産者に対す る特別な奨励が全然ないということの 2点は、生牛乳の国内

生産の普及を妨げる大きな原凶となっ ていると考えられる。

5. 地方の牛乳生産を制限 してい るものは、浦入品の流入と奨励の欠如にも ~ 
つばら起因するものではない。他忙も、酪褪業者への援助役務の不足、組織

化した市場と配給施設の欠如のよう忙、妨げている痕因がある o能率的な酪

農業が開発されれば、これらの胡Iす{,r_よとり除かれるに迎いない。

6. 殷業省家畜部は、根本的には獣医サ ービ スに目を向けており 、畜産につ

いては、あまり目立って力を入れていない。家畜部の音産課には、酪楼部門

を担当する独自の単位組繊がなく 、部の活動の範囲は資金と熟練者不足のた

め匠限られてしまう。現在、畜沌を第一に受け持つ技術取員の数は、吾各腹閲

発を少しでも促進しようとする計両忙対処するにはあまりにも少なすぎる。

現在の滅員数は約 12 0名の畜涯専門家からなっていて、これが全国の家斉

業併匹従事していて、同部は、欠員を補充するのに苦虚してい る。

7. 畜産部は全国各地に、 1 1の家畜試験場を運営 している 。第 3次 5カ年 ~ 
計画 (19 7 2~7 6)では、 このような嗅場を新たに 4カ所、各所約 1D 

百万バーツをかけて設祗することが遥案されている。 11の家畜農場の外I(C、

Muag Lekにあるクイ ー デンマ ーク fj各燐農場 とチェン ・マイ 忙あるク イ

ー ドイツ酪農殷局がある。

家畜試験場の第 1の仕事は、交配種幼物の増殖 と分紀である。 さらに、 腹

場は人工授精、去勢および普及妬ついて限られた仕事も している o基本的に

は、 腹坦は プラーマン雄牛を種付用に村人に 1頭につき 3.D D 0バーツと年
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令が 1カ月増すごとに 12 0バーツを加算して提供している o乳牛の売価は

搾乳潜在はに基く。国内の家畜頭数とのi対係をみると（畜牛 4.7百万頭、野

牛 5.7百万頭、豚 5.1百万頭）家畜部の普及業務には人員不足であり、畜牛

の育成家および家畜飼養j一塁民の妥求をほとんどみたすことができない現状で

ある。

8. 酪農部門の成長を妨げている他の重要な要因は、生牛乳の販売と紀給施

設の不足である o とく匠、重安な消貨中心地忙冷蔵設備の不足していること 、

また増加する輸入品から国産品を効果的に守る対策の欠如である。

．
 

タイーデンマーク酪誤農場の背景

9. クイ ー デンマーク酪燐股楊 (TDDF)は、 19 6 1年デンマ ーク

から派遣された 3名からなるチームによって計画された oチームのレポート

は、その後の腹場設計の全般的な肯組みにいくらか役立った。 8年問有効の

品 1次協定は 19 6 1年 1D月に調印された。それに碁いて、デンマーク政

府は、デンマーク 股業協会の協力により、 4.6 3百万デンマーク・クローネ

の滝囲内で資金を供与すること妬同意した。その内訳は 2.2 8百万の投資

（家屋、牛舎、家畜小屋の建設、畜牛の購入、灌漑設備および澁機具）と、

デンマーク人とクイ人の城員および 1D人の協力者達の給科を含む 2.3 5百

万の運宮致からなっていた。 8年間の農場の純収入は 3D D, D D Dデンマー

● ククローネと見梢られたので、このプロジェクトに対するデンマークの純供
与金額は 4.3 3百万デンマーククロ ーネと推定された。クイ政府の出笞金額

は会計測閻侭取り決められなかったが、協定に添付された議定習には、Muang

Lekの 37 Dヘククールの土地の開拓 と地ならし、ビ ルや家の供給、道路の

建設、腹場忙水を供給する給水所の維持、およ び酪農民（後に酪牒集落と呼

ばれる）の開拓地のために近隣地を保有すること等、多くの委任項目が規定

されている 。

1 0. 第 1次協定は、特に注目する値打ちのある多くの特徴を含んでいる。
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TDDF管理の総責任は、クイの副場長と密接に協力して倒いているデンマ

ークの場長に委ねられている。例外の 1つは、研修コ ース であり、その管理

は共同箕任と考えられている o諮問委員会（農業省が指名する）と委員会

（デンマーク政府が任命するクイ側 2名、デンマーク側 2名の官吏、それ妬

1人の議長からなる）が設けられ、前者は政策上の問姻について責任をもち、

後者は、技術的、経営上の事柄忙関する TDDFの管理について助言する。

また、 TDDFの純収入は、農場の運営費に当てるよう規定されている o協

定の満期後は、製場はクイ政府にすぺての資産をつけて移管されることにな

っていた。

11. 1969年 10月 19日の第 1次協定の満期にあたり、クイ政府の要

求忙より 、 TDDFに対するデン マーク の援助はその後 4年間延長された。

第 1次協定と逃って、第 2次協定でぶ ．封政投西総額は クイ政府が支出する

よう成定された。この投資額は 4.9 3百万バ＿ツ（1.7 9デンマーククロ ー

ネ）と取り決められた。職員、殺廂工場、設備や璽涙な補給に関するデンマ

ークの援助額の範囲は 3.2 0百万デンマーククローネと見積られた o TDD  

Fの収入は運営貨にあてられるよう期待されたが、 もし担失が発生した場合

は、クイとデンマーク両政府が共同で対処することとされた o協定は、第 2

次協定か発効してから 2年後に、残りの 2年間をデンマ ーク 戟員がアドバイ

ザーとして €11 きながら管理をクイ政府忙移すことを条件にしている。この管

理の移管は 19 7 1年 10月 19日のはずである。

．
 

． 
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プロジェクトの形成 一 再評価

1 2. T DD  Fは、ィ散底した投資前の研究なしに考え出され、協定時には、

TDDFの経済力で実行可能である大体の骨組みを用意するため匹、生牛乳

や生酪農産物の需要を分析しようとする特別の努力は全然行われなかった。

当時、両政府は、純粋種と交配種の畜牛を基礎に、 クイに酪農を導入するこ

とが、望ましい目標であり、 Muan LekのTDDFがこの目的のパイロット

的実験プ ロジェクトとしての任務を果すことができると考えられた。そして

Red Daneは、 TDDFの基礎原種として役に立つと考えられた。

．
 

目的

1 3. TDDFの目的は、第 1次協定（第 l項）に記載されたように、概括

的なものである。それには、 「クイの農民とクイの農業技術者のための酪巖

実演晨場及び研修センク ーは、 19 6 2年 1月、MuagLekに開設されるo」

と記戟されている。 TDDFの内容や、その活勁についてははっきりと確認

されていないo 更に、 プロジェクト活動を押 し進め、提案された活動を関連

付ける費用の機構や局面に関する提案された運営計画が準備されていなかっ

たo ということは、 目的の内容及び活勁は、諮問委員会及び委員会から得ら

れる勧告に従い、 TDDFのデンマークの場長がすっかりなされるはずだと

の意味を含んでいた。

● 14． 第 2次協定忙記載された目的は、第 1次協定に比ぺて幾分か詳しかっ
たo すなわち、 「デンマ ーク ー タイ共同事業として、畜牛の育種兼酪牒

実演農場を、またクイ農民、および農業技術者のための研修センク ーを運営

し、普及業務を通して、現代的畜牛飼育に関する地方農民の知識を高めるこ

とを目的とする」このように、プロジェクトの 4大目的である畜牛育種、

酪農開発、研修及び普及は全部初めて明らか花なった。しかしながら 、 TD

D Fの副目的を遂行するために必要な種々の活勁を見い出すことができる運

営計画は、第 2次協定でさえ規定さ れなかった。
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設計

1 5. 運営計画がなかったために、TDDFの活動決定 とその順序は諮問委

員会の承認を必要とするデン マー ク代表の場長の判断に任せられたo 明らか

に、デンマ ークの場長は自分の刊断で、 腹揚匠最も利益 となる TDDF活勁

を明確に規定しそれを実施した。これ故、新しい活劫が TDDFを成功させ

るために必要と考えられればいつでも 、それを採用し、その実施のために資

材が使われた。

1 6. 振り返ってみて、 過去 9カ年半の rrDD  Fの種々の副目的及びこれら

の副目的に閲連する活動を、つき＇の表 1に要約した。 ~ 

表 1 TDD Fの副目的及び活動

副目的 A タイの環境忙適応し、高泌乳量の乳牛系統の開発と生産

活動A. 1． 国産種と Zebu雑種を交配した Red Dane,Red Sindhi と

Sahiwal を交配した Red Dane等の大規模な育種計画。

A. 2. その後の育成のための若雄牛と若雌牛の選別o

A . 3. デンマ ークから、最上級の Red Dane牛の遺伝子を導入するた

めの人工授精。

A. 4. 熱帯条件下の外国栢畜牛を保護するための管理及び病害防除対

策o

副目的 B 畜牛のための適当な牧草及び飼科用作物の開発 ~ 

活勁 B. 1. 農場開発のため 、約 37 0ヘクク ールの未利用森地の開拓及び

地なら し。

B. 2. 牧草開発のための 10 0種以上の作物と変種についての圃場試

験。

B. 3. 永年牧草と 1年生の マメ 科植物用の約 28 0ヘククールの開発。

B. 4. 耐旱性多年生マメ科植物の圃場試験。

B. 5. 散水機による灌慨の下の肥科 と飼料との関係試験。
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B. 6. 乾草と埋草の生産o

副目的 c 農民、政府の農業技術者、農業大学の学生に酪腹業の全分野を研

修すること 。

活勅 C. 1. 若い学生には、牛乳と牛乳用具の衛生L内で清‘然な取扱い方、飼

料と埋草の生産等の有効な酪農展業の訓練を強調した 1年間の実施訓練

コース。

C. 2. 農業誠業補導教員 を対象に、実地及び埋論的酪殷農業について

の定哨的な 3週間のコ ース。

● C. 3. Ka s e tsar大学、KbonKaen大学及び Cbulolongkorn大学

からの大学生を対象に陥農農業、動物の健康及び畜牛の管理に ついての

臨時の 10~2 0日間のコ ース。

C. 4. 要求に随時応えた特設 コース 。

C. 5. デンマ ーク忙いるクイ学生に対する特別研究員の地位の提供を

用怠すること。

副目的 D TDDFの活劫範囲内の酪農農民 と畜牛育種家に対し普及業務を

行うこと。

活勁 D. 1. Sara bur iから Sikiewに拡がる 10 0 Kmの活勁地域内陀あ

る村の農民に人工授精を施行する。

D. 2. TDD  Fと閲連 した全酪燐民に、予防接種を含んだ無科の獣医・サービスをすること 。

D. 3. TDDFに牛乳を委託 して いる生産者全て侭ついてその牛乳試

の記録。

D. 4. 飼育を目的とする腹民に合理的な値段で、雄牛や乳牛を売る こ

と。

D. 5. 育種目的のために雄の小牛を有利な1直段で売ること。

D. 6. 腹民、学生及び一般大衆の TDDF訪問を準備すること忙よる

実演宣伝。
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副目的 E.クイに於る酪腹業の可能性を宣伝すること。

活動 E. 1． 遠元牛乳と臨合できる価格で、消賀用の衛生的で上質の生牛乳

の生産を拡大すること 。

E. 2. TDD  F周辺の酪股渠洛及び他の自営酪農殷場を閲発援助する。

E. 3. TDDFが援助する生産者から、合理的価格で牛乳を購入する。

E. 4. TDD  F及びその活動地域内にある他の生産者の未殺菌牛乳の

殺菌処理。

E. 5. バンコック市内での殺菌牛乳の販売 o

E. 6. 家畜の陶汰、飼料の栄養価の改善、および動物の健康対策等を ~ 
通 し;(TD D F及び他の生産者の上質牛乳の生産賀を低下すること。

1 7. 前述のよう vc、 TDDFの活勅は、自発的忙特別な基礎で発展し、そ

の活勁範囲は、 I塁楊の運営が勢いにのるに従って変化し続けた。 2つの協定

妬は、雌場で飼う牛群の規模の制限が規定されていなかったので、場長は、

農場で生産される牧草の供給及び運営能力を考慮に入れ、 TDDFの育種の

必要に応じ て、 畜牛の数を気楽に増やした o牛群の増加について、 TDDF

の牛乳生産滋は急速に上昇し、処分されねばならなくなった o TDD  Fは腹

場及び酪i塁集落で生荏された牛乳を販売する意図は当初なかったが、事情は

ー変して、場長が制御できなくなったので、余儀なく阪売事莱忙も乗り出さ

ざるをえな〈なった。役菌牛乳工場の設置とその拡張計画は、 この阪売事業

に従事したこと忙よる成果であった o将来、牛乳生産の付加的増加は、主に ~ 
酪股業落と目営滋場から生ずるはずである。（付録 1[の表 9)

1 8. 要約すると 、 TDDFは、当初研修実演農場を意味していたが、次の

3つの要素を含む成功した農場に発展した。

a) 商業単位として経営される生産中心の畜牛育種計画がある。

b) クイに存在する他のどの センクーにも見られない研修および実演牒場

である。

C) かなり効果の多い酪農普及の新たなプログラムがたてられている。
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プロ ジェクトの施行

TDDF  

1 9. 何らの運営計画なしに、 TDDFはその独自の施行様式を開発した。

その記録から判断すると、デンマ ークの場長は、腹場の移り変わる条件に効

果的忙対処することができるように、恨気強〈運営の柔軟性を維持しようと、

卒直で実用主義的な方法で努力したと思われる。そのように、彼は決然と、

効率的忙、そしてしばしば一意専心して仕事を行った。i淡祈執行忙当って、

彼は相当の献身と体力とを示した o彼は計党の上で危険を冒したので、 これ・らの危険によって十分な利益を上げた。いつでも、彼は、バンコックの腹業
省官吏はもちろん、農場のクイ及びデンマ ークの戦員の完全な支持と協力を

得ていた o今までに達成された成果は本当に印象的である。

2 0. TDD  Fは活劫中の事菜である o創設された下部組峨と施設は充分で

あり 、妥当な贄用の阪度内匠ある o周囲は清深で快い o家畜小屋は、その土

地の材科で造られ、その設計は決して念入りとはいえないが、必要に応じた

充分なものであったo農場の目的は、酪股集落や他の地域のクイ腹民に可能

な範囲の模範を展示すること匠あるので、 これで十分である o調査団は視察

旅行中（疋 TDDFに建てられたものと同 じ設計の、 もちろんそれより小規校

の簡単な家畜小屋と栂を酪／幾集落で発見 したo可能な時はいつでも 、あらゆ

る下部構造の建設たは、その土地の材料が使用されてきた。

● 2 1． 牛群の規模は、 1, 5 0 0頭近く侭達し、その品種構成は急速妬理恵的
な釣合いに近づきつつある（付録 Ill表 2)0 畜牛は健康で頑健に見え、その

維持に妓高の清裸さの払われている点が践察された o牛乳生産は急速に増え

ている o例えば、 1 9 7 1年第一四半期には、 4 1 2 トンの記録水準に達し、

1 9 7 0年の同時胡の 3 5 3 トンに比ぺると 17 %の伸びである o乳牛の平

均故は、 1 9 7 0年第一四半期の 38 4頭から 19 7 1年第一四半期の 455

頭に増えた o乳牛 1頭の 1日の平均泌乳祉は、上記の時期で、それぞれ、 7. 

9 1 K<;と7.5 1 K<;であった o牛乳の販売揖は 1日の生産高のおよそ 85 %で
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ある。

2 2. 腹場の作物生産面については、多少土地がやせている組成であるにも

かかわらず、満足に進められており 、畜牛威がいくら井'1)JDして も対処できる

程、租飼料の生産増加のための余地が十分ある o I司禄匠、 TDDFの育種計

画及び研修普及活勁は、成果の評価で述ぺた よう忙、かなり首尾よく遂行さ

れている。

2 3. 酪農集落の貯水池を除いては、人材 と設備供給の大幅な遅れは全然起

らなかったようである。そしてその貯水池も 、視在完成し、今年の終り匹は

操業される o 両国政府は、 2つの！品定に規定された各自の義務を達成したと ~ 
思われる。

2 4. 'r DD  Fで使われた年間の正確な経貨（役資と経常毀の両者）の総額

を確かめることは不可能である。凋査団の入手したおよその金額は、付録l[

の表 3妬示した。この表匠よると、 1 9 7 0年までの総投色額は 20. 7百万

バーツであり 、晶楊収入から，9:な召された投資領を含む 15. 1百万がデンマ ー

ク側から投資され、 5.6百万がクイ側からの投資であることが示されている。

牛乳の生涯及び販売のかなりの削大を反映 して、牒場は、その経常貨と収入

がともに急激に伸びた 19 7 0年に劇的な転換をした ように思える。

2 5. 迎営計画が全く用意されていなかったので、人材の状態を批評するこ

とはむずかしい。デンマ ークとクイの域員は、必要に応じて叫座匠補充され

たようでおる。賎員の措成は付録 lllの表 4v-c示されている o TDD  Fの活勁 ~ 
が、実行の過程でかなり変化したので、 この構成は、第 1次協定の誠定書忙

引用された成員とほとんど関係がない という ことを注意しなければならない。

事実、デン マー クとクイ両国の識員の消成は、種々の段階で渡場の必汲次弟

という特別な根拠で進展してきた。

2 6. デンマークとク イの減員間の関係は、非常に友好的であったし、現在

もそうであるo有能なデンマ ークとクイの疏員を補充するためにあらゆる努

力が払われてきたo有能なク イの職員の雇用は、TDDFから出る特別手当
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．
 

によって容易であった。更に、デンマ ークの場長は、クイ政府が最終的忙選

ぶ前に、志顧者を選抜する機会を常に持っ ていた。

2 7. 毎年行われる諮問委員会の会議は、遂行上の閑題はもちろん政緩の問

頗に関 しても、 TD D F (IC哨益であった。；議場の初めの放年、規則的に開催

された委員会は、 後の 3年1計は閲催する ことができ なかった。

2 8. 今までに、 TDDFは牒坦侭屈われた クイの戟員 19人を特別研究員

として認めた。（付録 旧の表 5)。呪在、 1 4人が1升修を完了し、 この内、

1 2人が此場陀反った。さ らに仙の 5人は、間もなくデンマ ークに発つ手続

きをしている 。

．
 

陥澁集落と自営農場

29. TDDFの行勅箱囲は、南は Saraburiから北は Slklewに拡がって

おり、およそ 10 0 l¥mの距離である。この地域は、 TDDFの試険農地とし

て使われている。 19 6 8年以叫、この地域には酪殷｝塁場は存在 していなか

った。しかしながら、その時点から、 39の陥裟牒揚が1丹発され、視在 これ

ら農場には約 16 0 0頭の畜牛がいる。 これ ら牒場の内、 27農場は酪I没梨

落内陀存在し、 1 2は自営脳場であり 、牛乳の心逹を通して TDDFとつな

がっている oi1各澁渠蕗の 内外の哨1塁／遥均の数は、 1年匠約 25農場の割合で

増加するものと期待されている。

3 0. fj洛腹梨落は 4,0 0 0 r a is (6 4 0 ha)の土地を占めている 。これは、

タイでは独特な開拓酪晨開発計画である o集落のI測拓者は全て、 1年間の T

DD  Fの実地研修を受けた人たちである 。酪農殷湯を始め るため匠、 TDD

Fが申し込みを認可するが、それは、政府の土地の 25 rais (4 ha) を

確保し、資金の投資及び住宅のため忙厚生部門から 60,000バーツの口＿

ン、滋資を受け るための前提条件妬 なる 。 このロ ーンには、 2年間の猶予期

間があり 、 6'{I,の利率で 10年払いになっている 。開拓者が土地購入にあ て

るはずの支払い額忙ついては、まだ決っていないので、所有権は未決定のま

-1 5-



まである。 TDDFは、酪股業のあらゆる面で開拓者を援助 し、 TDDFが

作った規準に従って、彼らの牛乳を講入する こと に同意した。 19 7 1年に

は、 1 2人以上の申し込み者が酪農集落の政府の土地を取得するものと期待

される。このように、その数が 50に近ずき、 1農民に 25 raisという規

定の下で許される滋拓者の蚊高数は約 15 D'1Lなる。誦i氾団は、幾つかの こ

れらの開拓酪牒牒民を訪問し、彼らの経営水i匡匹裔かされた。彼らのほとん

どは、集落が濯漑設備をもつよう忙なり、保証された市場が確立されるよう

になれば、• その時は乳牛の放を増やしたいと切望している。しかしながら 、

殷均の広さが、彼らの家畜増加を妨げる大きな制限となっている。 ~ 
3 1. 酪農農場のほかに、TDDFのすぐ近くで酪牒生産に従事 し、 TDD

Fの援助とサービスを受けている自営農民がいる 0 1 9 6 8年以来、これら

の辿民放は、 1 2人匹増え、市場の条件が改善されればこれから数年、その

放は急速に増えるであろうとまさ侭思われる。 これらの自‘酋談民は、 しばし

ば'I'DD Fで研fi径 した学生を、監督者あるいは親方として雇っている o TD  

DFは、彼らの牛乳を、1格農集落の開拓者と同 じ条件で購入している。

プロジェクトの成果の評価

3 2. その発端から、 TDDFが第 1に酪殷研修及び1炭示虚場であったか、

あるいは、更花生産中心のプ ロジェクトであったかはっきりしない。 しかし、

その没立過程では、両方の目内が同球の熱心さで追求された。しかしながら ~ 
成近、滋場の牛乳生産とその吸売面がより重要（てなっ てきたよう忙思える。

33. TDDFは、統合した酪農開発計画の核心になり 、そのまわり忙は、

術星腹場（酪牒集落及び自営農場）が勁いている。 これらの衛星殷均は、も

つばら TDDFの忠告とサ ー ビス匠依存しており 、引続き援助がなければ、

少くとも近い将来忙ついてはその育成も困雄であろう。 現在、それ らの残存

者は'fDD  Fの成功に依存している。

3 4. T DD  Fは、酪JlJ菜忙関する数多くの活発な活勁を行ってきた。これ
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らの活動の評価とその意義匠ついて、下記に要約 した。

TDDFの育種計画

3 5. 殻初、 39頭の Red Dane若雌牛がデンマークから諭入され、 1年後、

別の輸入品妬とっ て変わった o 第 1年目がすぎると、クイの天疾条件を考え

ると焼きではないが、 Red Dane の純粋種に対しいくつかの病害問題が起

った。

．
 

3 6. 腹場が設立されて間も なく 、 Red Dane,Red Sindhiある いは

S 吐iwa l 、 及び国 内産の乳牛を包括 した育種計画が始まった。 •Red Sindhi 

乳牛を十分忙入手することが困難だったので、相当放の原地産でしかも無名

の牛が購入された o 別の育種計画が立てられたが、それは次の構成結果にな

った。

計 画

Red Dane 

Red Sindhi又は Sahiwal

外

名

3
-4

5

 
2
 

8
 
6
 

l [ 

6 2拉
2 5 % 

%

%

 

1-
2

1
-2
 

皿

2

7

6

3

 

国産種 6 -¼ 伶 1 2拉
3 7. 付録 l11の表 6で示すよう 匹、 1, 0 0 0頭近くの畜牛群を農場は買った。

同様匠 、 5頭の Red Dane の雄牛が輸入されたが、それらの内 2頭は貧弱

な繁殖力で、ぽとんど子を生ませ得なかった。その外匹、腹場は 3頭の Red

● Sindhiの雄牛、 2頭の Sahivral雄牛及び 2頭の交配種の牛を負 った。OO
場で生まれ、飼われた唯牛の放は、 25頭の Red Dane と5頭の交配種で

ある o別匠、 2頭の Red Sindhi を他の農場から 借入 した 。

38. 1970年、TDDFはデンマーク Red Dane の最上の雄牛放頭の

梢液を 9 0 0単位輸入 したo精液のほ とんどは、 Bornholms Banko と

Horsens Holm からであり 、それらは両方共、非常に高度の育種価値があ

ったo Bornholms Banko は、後代検定所と野外検査の両方で、デンマ ー

クの乳脂肪の記録を保持していることを特に言及しておきたい。これらの 2
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つの雄牛の各々から生れた雌の小牛の故は約 10 0頭に達するであろう。

3 9 群の構成によると、 Red Dane、国蓉牛の放と、また、ある程度まで

乳用の交記種の孜が急激に減ったことが示されている（付録 I][の表 2)。同

時匠、 Red Dane交出種の奴が増加 しており、 1 9 7 1年 4月 30日匠は、

Red Dane父配神が群の 88 %の割合になった o群は急速匠増加するので、

理想迪りに多くの選択をすることは困誰妬なってきた。

4 0. 人工授精は、 TDDFだけでなく酪心染沿や他の虚場でも広箱囲(I(行

われてき ている。それはまた、 I'DDFが面国をみている村の唆力所かの畜

牛センタ ーでも行われて 1^ る 。これらのセンク ーのほとんどは牛乳生産を行

っておらず、国産牛と Red Dane、 Red Sindhi間の品種改良・vc力を注いで

おり、交配種の若雌L卜はぽとんど、絡腹秘洛や TDDFとIt!係のある他の製

民陀尤られている。

4 1. 交配種の方がはるか匠良質であるという 沿頃か ら、純枠種の Red

DanP牛の後代匠は多少の問頗がある o クイの峨員の 1人が、最近 2、 5年

凋托したところ陀よると、 Red Daneの出殺間際は 49 0日であり 、 Red

I)ane交記種はぅ 93日である ことがわかった。このために、群の中 VCRed 

Dane の改を一定の水準〖 保つことは不可能であった o Red Sind'liや他

の交比哨iて比ぺて、 Rerl Dan 8を，（壬娠させることは、一｝箇困誰であった。し

かしながら、群の中で、出産の問穎はほとんど起らないことを話す必要があ

る。

4 2. TD  D Fの視行の育種叶画は、非常に満足できるもの と結論すること

ができる o交配種の中で、 RedDaneの比率は、 50~ 7 5 %程度に維持さ

れなければならない。股低 50 %の Red Daneでなければならないo さもな

いと 、泌乳祉がとても低下するからである。一方、 75 % Red Daneの乳牛

のほ とん どは、ほとんどの人々が好むけれど、その多 くが理想的な状態忙維

持する こと が困雉である ような事実 より む しろ、 酪農牛ク イプである と考え

ることができる。

-1 8 -

． 

． 



．
 

4 3. 経験から、 5/ 8の Red Dane と 3/8のRed Sindhiは、 TDD

F及び酪康集洛の楼民にとって最もふさわしい構成である。一方、 1/2の

Red Dane、 1/2の国庄十 Red Sindhiは、飼科及び経営状態が、TDD

Fや酪農集落の水準より 1氏い村の虚民にとって蚊上の種構成であることがわ

かる o要求される品種を生産できるためには、 TOOFの現在の牛群の大き

さ（ 1,5 D D畜牛）が妥当だと思われる o視在の育種計画が完了するまで、

雄牛を生産する Red Sindhiと Sahiwalの小群を飼う方が腎明である。ま

た、 TDDFのRed Oane雄牛の使用を減らし、デンマークの妓上の Red

Dane雄牛からの綸入栢液にもっと頑る方が望ましいo乳牛が Red Dane 

の理想的な構成であれば、それは同様の構成をもつ碓牛とかけるぺきである

が、こ れらの交配雄牛は、 TODFで後代検定をしなければならない o後代

検定と交配種雄牛からの選択のため忙、計画はすぐ忙作成されなければなら

ない o 泌乳肱が増加するように群の質を改善するため、近年中に、乳牛の中

から一層優れた乳牛を選択できるようになる妬迩いない。

．
 

病害防除と予防注射

4 4. 適当な防除と予防注射がなければ、特に熱帯条件下では、外国産の畜

牛は度々すぎるほど、病気に感染するであろう o TDD  Fの初めの1可年かは、

ダニによる病気、piroplasmosis及び、特VC:anaplasmo is の問趙があ

った。これらの問題は、一部では anaplasmosis に対する予防注射によっ

て、一部は 2週閻毎vc薬浴を含むtick- controlの導入によって招決し

た。これらの予防処誼によって、 Red Danesの放は減少したが同時に、こ

れらの 2つの病気は現在ほとんど発生していない。

4 5. 腐蹄症は、特忙雨季の間匠、最初の何年かは頻繁に起った。今でも尚、

主tて Red Dane種が高率を占める動物の間で、小規模ではあるが起っ ている。

しか し、ひずめの手入れによって、現在病気は抑制されている。

4 6. 牛の肺結核 とプルセラ 病は、 TDDFの購入 した動物から TDDFの
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牛群に侵入してき た。そして、このため、今では、すぺての動物は年匠 1回

これらの病氣の検社を受け、若い家畜 It[_プルセラ病の予防注射を行う。これ

らの病気は今では抑制されており、岐近 4年間は、肺結核の反応は見られな

かった。

4 7. 1年V(2国、すぺての峨物は口蹄疫、 heammorhagic敗血症及び炭

垣熱の予防注射が行われる。 しかし、これら の病気は 1つも 、かって群の中

で品ったことがないo酪股梨落の崖揚及び、 TDDFに関連した他の自営農

場は、 TDDFと同 じ予防接種叶両を実施している。

4 8． クイのような気喉では、1腸の寄生虫が奨大な放と種類で発見されるが、

それらはこれまでに、仲 々佼滅されなかった。 この問題 ととり組む方法は、

全ての劫笏花、除々にこれらの寄生虫侭対するかな りの程度の耐楽力を強化

させるととである 0 +牛が 6ヵ月の年令で牧均尻戻る時、吝生虫感染の危険

vcさらされる。その後の成初の何力月かは、叔i氏的な注謎が子牛に払われ、

必要であれば、正規の啜除が行われる。このように芸化された潟薬力は満足

なもの陀を った。

．
 

4 9. 多くの病気匠とっ て、勁物の飼料、特妃無機物及び微祉元素匠注愈を

払うことが必須であることに注返しなければならない。この理由により、無

滅物と故は元索は、乳牛に対しては滋縮 して、 牧窄地への若埠牛へは補 てん

として与えられる。

50. 'rDDF'では、視在、特に交配種については、病気の問題はほとんど ~ 
起っていないと結盆する ことができる。事実、今日 、平均ぴJデン マー ク牛群

の平均値よりも TDDFの牛群の方が病気が少ない。
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飼料生産

5 1. TDDFは、作吻生産に役立てることができ る 28 0ヘクク ールの土

地で、 10 0種類以上の原地産および輸入した牧卓や、マメ 科植物を検定 し

たo土壌中陀は若干の要素欠乏はめったが、腹場での詞科生産は充分であり、

視在の 14 6 0畜牛の群 より更に50 0~6 0 0頭増加 しても 維持できる 。

あい侭く 、収稜紐の記録は残っ ていな いo Para草とその突然変異型、Napi

er 草及び Guinea雄の 3種の牧草が永久牧草 として使われているoNapier

卓は耐乾燥性であるが、味の践点から見ると 、 Para草の方が好まれるので、

牧草の主体 とな ったo酪農渠落は、 もっばら Para単忙た よっている。

5 2. 多年生と1年生の マメ科牧草の様々な種頑が TDDFで検歪されてき

たが、飼科のたんば く質の内容を増やすために牧草に混入すること ができる

耐屹燥性の多年生 マメ科牧草以外に、高収戊なものを見い出す こと はむずか

しか ったo現在、牧卓に混ぜる多年生マメ 科牧草は、主に Centrosema や

多年生の大豆である o貯蔵牧草と して最高の 1年生｛料勿花は、 Sorghum

almum、カウピー、 Dolichos lab - lab 、 トウキ ビ及びMuagLek豆

がある。

5 3. 乾期匠は、 30ヘククー ル近くの土地が、川から改水、ンステ ム忙よっ

て灌漑される o採草が全部終 り、 収穫滋がかなり高い時、特（'CSorghum 

al四 と雑種 napierのために、濯漑地には肥科が施される （1ヘクク ール． に 30 0~6 0 0 i<.r;の硫酸アンモニウ ム）。その目内は、乾明の飼科不足に
対処し て生産磁を増すため であるo乾哨には、放牧は行なわれず、すぺての

牧草は牛舎の埋草と して・：吏われる。｝翡漑施設の不足忙 より、酪脳渠裕の開拓

者は、吃期には生の新鮮な飼料は生廂しない。

5 4. TDD  Fは、乾草と貯蔵牧草忙ついては十分に自給している。すなわ

ち、年間、約 1,5 0 0，がの貯蔵牧草と、 1 5 0トンの艮質乾草が生産されて

いる。一方、地方の市場から必要な澁厚飼科をすぺて購入している。市場価

格は、 キロ当り 1.3 0バーツであり 、主に米ぬか と大豆かすで構成 されてい
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るo 平均して、 2.5キログラムの牛乳忙対し、脂肪 4%として、 1キログラ

ムの製J’J.詞科が必要である o溢厚詞社は、陥I邊菜落の住民全てが使用し、彼

らは大泣にその必上屁1勿を講人する o無l成咳及び成敏要索は、酪没集落のみな

らず、 TDDFも使用している。

5 5. 誠貸団は、 TDDF及釣格晶殷場の飼料業務が満足いくものであるこ

とがわかり、酪褪集浴に濯汲施設を導入すれば一j薗改善されると考える o畜

牛固科の良好なパッケージを引き出したので、次の段渚は、ヘクク ーJレ当り

の生産社を減らすこ とである 。この点で、蚊も経済的な牧草対マメ科牧草の

混合を決定するために、種々の作吻の生産性の祈究をすすめるものである。

泌乳滋

5 6. TDD  F VCおける、 1乳牛当りの平均泌、；い社は、年々除々 V（上向きの

傾向匹なってきている。この進歩は、主匠、 総牛群に占める Red Dane交紀

種の剖合の増加trcよるものである o次の表 2は、 19 6 6年～ 19 7 0年の

籠日の泌乳；心を示している。

表 2. TDD  Fに於る毎日の泌乳址
-----

牛乳クイプの雌牛 原地種を含む全て

1頭につき の厄牛 1頭してつき
年 次

泌ヽ乳中の乳牛 1頭

匠つき

1 9 6 6 6. 0 

1 9 6 7 5. 8 

1 9 6 8 6. 3 

1 9 6 9 7. 1 

1 9 7 0 8. D 

．
 

2

8

3

3

3

 

．

．

．
 

4

3

4

5

6

 

6

8

6

0

2

 

．

．

．

 

2

2

5

5

6

 ．
 

5 7. 5月3 1日花は、乳牛 1頭当りの平均日間泌乳泣は、 4. 2 %のIl旨肪含

紐で、 8.0 8 Kr;であった。これは非常（て艮い事と考えられた。それ で も、若

い家畜の育種1：出紅の改善妬より 、 また、乳牛の多くが、視在、と て も良い

Red Dane雄牛の子孫であることから、今から 2、 3年以内匹、泌乳械が大
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きく伸びることは可能である忙違いない。また、これから放年内妬I洛屋集落

と自営雌場の 1頭の乳牛ごとの泌乳戌は、家畜の育種価値を改善するために

視在行われている人工授梢計画によっ て、さ らに増大する であろう と特直し

なければならない。オLの出方の低下は、農場でも問起である oRed Sindhi 

Sabi wal、及び淡つかの 50 % Red Dane 交出種は、子牛の吸乳の刺激が

なければ、乳を出さない。このこ とから 、これらの交紀植の 2、 3を売る必

要があった。

．
 

研 修

5 8. 研修は TDDFの活発な活劫であり 、酪腹堤落や自営｝没場で見られる

高水準の経営は、主と してこ の研修の結果であ る。 19 6 5年から、研修コ

ースの理論部門は全部クイの戚員匠 よって実施されたということを』き留め

ることはうれしい o TDD  Fの野外研修の業績は、付録且の表 7に示す。

5 9. 若い学生のための 1年コ ース の目的は、酪，』業のあらゆる実池面を充

分匠梢通させるよう陥殷民を訓練すること である。それ故、 コースの主要部

門は、実地研修である o 研修者の遥択方法は、蚊初の 3カ月間の学生の熱心

さと能力を検査するという念入りな計両に基いているo検査忙通らなかった

人達は、 自発的に、あるいはやさ しく 祈られて去っていく。そのコ ースを終

了した者のほとんどは、独力で［！各滋農楊を始める こと ができる酪；は家の 1員． として仕立てられる o酪澁渠浴の全員 と自営農場の経営者あるいは従業員は、
TDDF1年 コー スの研修終了者である o今まで、 9国の 1年 コースで、 173

人の研修者が、コー スを無事に卒業 した 。 19 7 1年 6月には、別の 35人

が、第 10団目の コースに選ばれた。

6 0. 屈業戯業教員のための 3週間の実咆及び理論 コースは、一回だけ、10 

人の参加者で行われた。虚業学校の学生に対する先生の彩裾を、 TDDFが

明確に評価すること は1社雌であった 。

6 1. 長期計画の影料で、大学の学生に行わた短期コースは、 TDDFにま
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すます好まれたo今まで匹、 1 7 1人が参加した 1D種のこのようなコ ース

は、相当の効果をもって行われてきた。このコ ースが、 Kasetsart

Khonkaenおよび Chulalongkorn大学の桁産学部の入学の必要条件にな

るぺきであると感じられた。 1つの不利な条件は、点設備及び、講堂のスベ

ースの不足であり 、それらはすぐ匹、改善 されることが望まれる。

普及

6 2. T D D F'の普及活効は、 Friendship逆路の 10 0 ~ m沿いの村で行

われる。これらの活勁には、人工授精、予防注射を含む家畜病治源の サービ

ス、牛：；しの記録及び交杞動吻の販売が含まれる 。これらのサー ビスの大品分

はTDDFの訓練終了者と威員陀よってなされる o普及作采の実せについて

は、付録l!f、表 8で推定できる。

6 3. 人工授柏は、股民の間で人気があり、 TDDFの職員に よって、村々

で平均毎日 5頭の雌牛が授精されている。 [2場の近所では、畜牛の海妾が高

まったので、小さな個人所有の牛増殖センク ーが数多 く作られた 。前にも述

ぺたよう匹、'rDD  Fは、 MuagLek)也方の純血種の数を増やす目的で、 こ

れらのセンク ーた人工授消をさせている。

．
 

6 4. 家畜病治旅サービス及び予防(E吋は無科で行われる。腹民は薬代だけ

払っている o牛乳を TDDF vて届けている全酪農民の谷乳牛に行われる搾乳

記録の均合も同様である。 TDDFの戦員は、牛乳の重さを図り 、脂肪内谷 ~ 
を検査する。その結果は、も し欠陥があれば、それを直す提条を付けて牒民

妬戻される。

6 5. 特に言及しておきたい重要な点は、腹民が進んで普及員の忠告に従お

うとする気持は、 TDDFi'C届ける牛乳の各リットルごとに受けることの で

きる品質奨励金花よって、自勁的忙報われるということである。また更匠大

事な点は、晋及事哀の成功は、受納者のほとんどが 1年研疹コ ースの受講者

であり 、 したがって、忠告をよく受け入れていたという事実に大いに依存 し
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ていることである。§各牒は、クイでは新しいじ月発中の活曲であるので、 この

研修と普及のつながりは非常忙意義があり 、続行 しなければならない。

．
 

．
 

TDD Fおよび酪腹集洛入植者の経済力

A. TDDF  

6 6. 最近まで使われてきた会計、ンステムに よると、謁壼団には TDDFの

経箕／利益の分析を行うことは不可有合であった o従来使われてきた会計、ンス

テムは経凶の経済的分類を行っていないので、農場の運営には適 して いない。

会計システムは、投資額と経常毀をはっきり区別するには、不十分でわかり

忙くい。さらに、この農場は、牛乳生産、牛乳処理、作物生産、研修並びに

普及等種々の仕事毎！て別々の会計を作らなかった。その結果、渦査団は、研

修や普及事業を分けて、 TDDFの生産面の適切な経済分析を行う こと がで

きなかった o今までに、こ の会計、ン ステムを変えようと何回 も試み られたが

成立せず、妓近やっとその考えがとり入れられたという ことを調森団は知っ

た。』合］査団は、新しい会計ヽンステムが現在導入されようとしている ことは歓

迎される徴候であると思う。殷場の管理がク イ政府に移管される前に、それ

がTDDFの標準ヽンステムになれば、二重の利益である。 19 7 1年 10月

の移酋までに、クイ政府に農場の研修や普及占勁妬属する活勁と 別に した、

牛乳生産、処理並妬販売に関する会計の適切な分析を提出することができる

ようになれば幸いである。

6 7. 凋査団に示された 19 7 D年の収入／支払報告書侭よると 、農場の純

収入は 307,000バーツと見積られている。より正確に晶ぺてみると、多

くの投資項目が現在は支出の項に入れられている、つまり 、柵柱のための

1 0 0, 0 D 0パーツ、 2台のトラクタ ーのための 130,000バーツ、配達

車弔の 80,000バーツ、牛小屋の建設や他の多くの項目による 100.000

バーツといった事実から、凋査団は、この純収入はひどく安く見積られてい

るという ことがわかった。 こうしたすぺての投資項目に支出が認められたと
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すると、農場の収入から峨資された投資総額は、 1. 9~2. 0百万バーツとい

うぴっくりするような値になる。従って、 19 7 0年に於る腹協の純収入は、

多分、少くとも1.9百万ないし 2.0百万バーツ近くになると 晶査団は感じた。

1 9 7 0年の支出vcは、デンマーク人戚員の給科並びに建切や家畜小座の原

価俯却貨が含まれていないが、それらは、 TDDFの経営に関するあらゆる

他の経常貨（牛乳生屯、処典及び販売並に研修及び普及）の中に含まれると

いうことを言わなければならない o下部構造の原価償却伐及びデンマ ーク職

員の給料を経常質VC含まれたとしても、J盆場は黒字の純収入を示すであろう。

更忙、研修及び普及のため必要経貨が控除されれば、品揚の利益は間違いな

< -1釦良くなるはずで•ある。

6 8. よりパランス のとれた会計1表を提供するため、経営者は、投資質用が

経常讚用とがJ｛てたっている 19 7 1年 3月、 4月、 5月分の収入／支出報告

』を用、意した。その対告署侭よると、 この 3カ月の純刈益は、それぞれ

368,000バーツ、 180,000バーツ、 14B,oooパーツとなつてしヘ

る 一 次の．表3参隕。（プンマ ーク 戟員の給科及びデンマ ークから揺入し

た少額の予備部品はこの経常洩I]に含まれていない。）

．
 

表3 1 9 7 1年 3月／ 4月 ／5月の TDDF収入／支出計窮

単位 千バーツ

3 月 4 月 5 月 ． 
祖収入 1, 8 0 3 1, 5 7 8 1, 6 4 7 

経常ぱ 1, 4 3 5 1, 3 9 8 1, 4 9 9 

純収入 3 6 8 1 8 0 1 4 8 
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6 9. 過去の会計ジステムの不利な条件匠 もかかわらず、TDDFは独立採

算事業の段階にはいり 、その牛乳及び乳裂品の市場阪路が過去 2年間にみら

れた割合で伸び続け、経営の移営後 も股易の能率が維持されれば、経済力は

一屈改善されるということ を、涸歪団は十分に確信を持って言う ことができ

る。この点について、クイ政府への移管後、股場の経営の貢任を とる人は、

高いオ幹とダイナミックで訓造力に富んだ人であるべきであると』』蒼団は強

凋 したい o更匠、その人花は、股場の業務遂行上、相当の自由裁祉が与えら

れるべきであるとしたい。

7 0. 1 9 7 1年 5月末に 2.3百万バーツの借金があった と凋祗団陀報告さ

れた。（その内、 657.761バーツのみ、．沌酪農工場の負退に属する。）

2. 3の悪い実情を除けば、こ の借金は返済の率は低いが、計画的iて返済され

ている 。 しかしながら、 1年間薔柏 したt昔金の総孤は、その年の総売上げに

比べると 、当国で一般に見られるボ莱の中では、共常に高いものではない。

例えば、 1 9 7 0年の 9.2百万バーツ の売上げの 内、内 0.3 8百万バーツは

1 9 7 1年 6月支でに返されなかった。 叩ち売上げの 4伶なのである 。この

率はク イの事業間では例外なものではない。

． 
B．格渡集登

7 1. 酪農集落の居住者は系統；f勺な会計記録を全然つけてはいない。凋歪団

の現地視桑に よると 、居住者は、満足 して定着 しているよう ↓て見える。また、

新 しい仕事忙よって、良い生活をしている ように見える。ある人は、たとえ

不が」な環境下でも 没易を離れる意志がないといった。しかしながら 、彼 らの

主な閲心事は、生牛乳市場の将米への胡待と、彼らが受以る 牛乳価洛の安定

性である。 'rDD  Fから彼ら妬支払われる現在の平均価格は、 1リッ トルあ

たり 3.9 Dバー ツである（品質に対する支払いを含む） 。

7 2. T D D Fのク イ職員の 1人は、H各股集落居住者の第 1、第 2グループの

収入と支出の調査を完了していた。調査団は、この識査の結果を検討 し、 大
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正かな 叶弘をしたが、その結果は、賓金／純収入の比率は、それぞれ、 4.1 

と4.5であった。C.れらの比率は、この国の行糾塁業としては正当であるよう

に兄えるが 、 ~i術雀団は計鉢に使われた数字が正確かどうか、確信を持って断

言することはできなかった。

7 3. 当然、晨民の純収入は、乳牛 1頭あたり母に受け取る収入で決まる。

TDDFについては、乳牛 1頭あたりの年収入は、必乳心が 1£増す面に 2

，，ミーツ増すと計冥された。このように年間 2,0 0 0リ.:Iトルの牛乳を出す牛

は、 2,0 8 5バーツの純収入を得る。そして、対応する泌乳滋がそれぞれ年

間 3,0 0 0と4,0 0 0 であれば、 この純 ll~ 人は 4, 0 0 0及び 6,3 1 0バーツ ~ 
にあがる。 TDDFの 1年関の牛の平均泌礼ばは約 2,4 0 0リットルであり 、

酪牒集落の泌乳鼠は、これをはるか忙下回るものではない。

牛乳の生産者例格

7 4. 絡｝袋条落及び自営農均の牛乳生哨者は、 TDDFの価洛組識の中に祉

み込まれている。 ［皮ら vcは 1リット ルにつき 3バーツの品本価格が支払われ

ている 。その他忙 、脂肪含有 ；i妬対して、 0.1 0 1, VCつき 0.0 3パー ツが、

同様に得点方法に基く品'i牙妬対する文払い等f9特別支払いがあ る。 四 この

ように、品団に対して備え ら れた英団金は、:.~i格侶述の中に組み込まれてい

る。次の 1リットルに対する支払い叶39表は、洗在庚，月されてい るものであ

る。

bab t / 1リット ）レ

脂／l月のベーセント 3. 5 4. 0 4. 5 5. 0 

ば準価格（岐高） 3. 0 S. 0 3. 0 0 3. 0 0 

脂防妬対する代似 0. 0 0 0. 1 5 0. 3 0 0. 4 5 

箕に対する支払い（没高） 0. 7 5 0. 7 5 0. 7 5 0. 7 5 

3. 7 5 3. 9 0 4. 0 5 4. 2 0 

-2 8-
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1 9 7 1年 4月、 生産者が受け取った代金の妓高は 4.1 9バーツ ／リット

ルであり 、最i点は 5.1 5バーツ／リットルであった。同月、 37名の生唯者

のうち 10名が 4,0 0 /リットル以上の代金を受け収り 、 19名が 3.8 0~  

4. 0 0バーツ、 6名が 3.6 0~3. 7 9バー ツ、そして 3.6 0バーツ 以下が 2

名のみであった o牛乳の将呆の怖恥各に1.JJしては、生牛礼及び乳製品に対する

適切な市場亙乱面が行われる以前忙予憑する こと は不可能である。

注 ： 得点法は 5つの基準に基いている o(1)燐楊の周岨の清潔さ (2)牛乳

の沈激検壺、臭い、味(3)メチJレ青検壺(4)鏡検とそれ忙よる熱抵抗性バク

テリアの奴(5)細胞数

各基準は最高 5点をとることができる。

7 5. 酪匁集落では、腹場経‘産の研究は全然行われていないが、おおまかな

見秘りが示すと ころによると 、生亮価洛（原価但却及び利息の支払を含む）

は、 1リットル 3.0 0パーツの等級であり、生産者には 1リットル約 0.9 0 

バーツの純収益となる。この販売収益は、 明らかに、it釦既施設や大紋のjJ巴科

使用匹 よって引き起さ れた飼料生産の改善の結果、 1乳牛当りの泌乳，止が増

加 した事vcより 、改善されることができる o生迂1.illi洛を上回る捏十分な販売

収益の別の徴候は乳牛の数、特に品質の良い種を培加させるためVこ注ぐ渠洛

民の熱意花 よって推定される。

．
 

T :U D l•' の影響

7 6. 地方レペルでは、 TDDFは農業社会にかな りの彩営を及ぼ して きた，

ますます多くの若い股民が、今日 、陥農界に入りたがっており 、 ある者は、

また、 TDDFが供給する枯液で原地種を育種する小さな増頌センク ーを始

めた。酪農集落は拡張 してお り、厚生部が財政的忙可湮な硲囲以上に、酪腹

を始めたがっている候補者が多勢いる。

7 7. 国家レベルでも、 TDDFはか なりの影営を及ぽしたo全国の学生、
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特に不況地域の学生が 1年コ ースヘの入学を申 し込み、また殷場にはあ らゆ

る階級の タイ人が訪問したo政府レベルでは、晶査団 と会見 した農業省の官

吏達は農場の成功に感勁 して お り、 この ことは、国のどの場祈でも同 じ滞式

のプ ロジェ クト を始められる という確信を暉めていた。 しかし ながら、後述

の ように、TDDFの成功は、まだ、国の酪農開発政策匹と って、 より大き

な利益を もたらすための手助け とたっていな い。

7 8疇 また重要たことは、 TDDFが他国の専ド月家や酪農生産者、即ち、国

連アジア瑾済開発所で組絨されたセ ミナーや コー スに出席するア ジア諸国の

企画官吏の定叫的訪問、多くのアジ ア諸国からの農業政策作成者等を受け入

れていることである 。'『 DDFはまた、ク イ忙ある 他の多国間及び二国間援

助プ ロジェク トと密接iて関係している。

Muag Lek に於るタイ ー デンマーク丘各蔑晟場及び他の牛乳生産者の将

来

7 9. Muag Lekでは、牛乳の生産蘭が急速匹高率で増加している。 19 7 1 

年 4日には、 1日の卓均生産吋は 7トンであり 、 1 9 7 2年まで陀は 9トン

に、そして 19 7 5年 まで花は、おそらく 15~ 1 6トン （て逹する見込みで

ある。これらの見砧・りは、付録 IT[表 9の計画陀ヵ［いている oMuag Lek 及

びク イの他の生産センタ ーの牛乳生産の急注な伸びは以下に論ずる多 くの問

頌を設前線に持っ て来させているよ う匠思える。

r 国 として酪農政策の必要性

8 0. 現代的酪製業の森入は、 クイでは非堵に餃近の魂象であ り、それが、

実行可能な全国的産業に発展するには、かなりの時間 と努力がかかるという

ことを心に留めなければな らない。

8 1. TDDFが高泌乳 社の交配種牛と改善された飼料生産にもとずい て、

現代的陥農業の技術的可H財性を 示したので、その模範をク イの他の場所にと
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り入れることは、これから何年かの生牛乳と他の生乳製品の市場可能性に大

きく依存している o後者は、政壌の指戌やクイ政府が実行させたがっている

特別プログラムに彩禄されるであろう。酪巖淵発に図する政頃指煤やプログ

ラムは今まで実質的に作られたことがないので、，凋査団は、 TDDFを模範

として採用 し、他の地域忙適用させることに困雄が出てくるのではないかと

懸念する。事実、適当な政長指襟がなければ、 TDDFが盛り上げた勢いは

減少するであろう。このことは政府当局が、酪農産業の開発にほとんど図心

がないというわけではない o反対匠、関心はそこ：てあり 、政近の好ましくな・い貿易J.年近の転侠を考慮してそれによりどころを得ている o更に、政府振関
の間で、酪Lふサ発の種々の面について絶え間ない論議が行われ、最近、此業

省は、国立酪腹委員会を設立する提案をした。しかしながら 、こ れらのあら

ゆる凋発妬もかかわらず、政府が、酪設I}が発の可能性を効果的な政策匠変え

る政策の骨組みは今だ忙実現されていない。おそらく 、第 2次契約函1:1]以前

ンつTDDFの初期の評価が、国家Ir‘、]酪牒開発政策の必要性忙脚光を浴びる手

助けとなったように凋森団は感じる。

8 2. 政府哉関のi遺では、存立できる祈しい分野の経済活勁として、1’l各股業

の可能性が、広く論じられている。腹業省は長い間農場社会忙対するその潜

在能力及び有益な効果を了解してきたが、他の渠団の中には、ま だ燐問視し

ているものがある。これらの疑惑は、生牛!¥Lの市場の見通しの不安及び視在

● の輸入価格に比ぺてその土地の生産品が高いという感情匠由米している。こ
れらの不安の反映は、第 2次 5カ年計画で家畜部門に割当てられた国家予鉦

の開発経‘i化によっても推 し測られる。 これらの経貨は、全農業部門に割り当

てられた 8,4 2 0百万バーツの総開発経費のわずか 4.6 %にすぎない o 更に、

酪腹牛振興のための経投はほとんど無視されており、 5年間全体で 10. 6百

万バーツである。

8 3. 最近、専業略農を始めようとする農民の急速な増加、米の翰出利益の

下落及び他の伝統的な輸出作物の市場拘束によって引き起された支払いバラ
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ンスに対する圧力が一層強 くなっ たこと により、 酪農産業の見通 しは明る＜

なっ て きた。

8 4. この点にl,¥l,Iして、 クイの酪殷業推進啜構を目 的の新しい王制令草案を

立案した虚業省の熱意を書き留める ことはう れしい 。この熱点に よって 、H各

店生産忙従事する農民の利益を促進させ、 生牛乳販売の適切な組峨を1移成 し、

略殷輸入品を除々妬国内生産に置換える機会を与える見地から、乳製品の輸

入政策を合理化する ための政策や計画が採用される ように なる こと が哨待さ

れる。

固家酪展開発委員会に関する脳菜省の提案は、間違いなくこれらの適切な

政菜上の問頴に取り組くむはずである。

牛乳の マー ケッティング

8 5. T D D Fが牛乳の マー ケッティングも行うことは今まで予忍されなか

った。初期には、こ の責任を 3つの！i各澁工楊に委託してみたが、その結果は

あまり満足なもの忙ならず、非常に多：力の頌客の借金がたまり始めた。 3エ

閉すぺてが急に協定を収り消したので、 'l'DDFは重大な苦境vcI伯った。そ

の詰果、生涯を制1汲しないで祖失を受けないため(re.農培忙考えられる必然的

な方法は、牛乳のマ ーケソティングの貢l玉を自分自身で負うということであ

った。

． 

8 6. 現在、 'rDD  Fからの殺薗牛孔は、同国で生臣される殺菌生牛乳の半 ~ 
分以上を占めて ‘9^ るが、パンコックの中央杞達所へi:'Iじ辻され、そこから 、パ

ンコ ック市内のス ーバーマーケッ トや小売店へ分記される o牛．YLの 1/ 5近

くはスーパーマーケッ トに売られ、スーパ ーマーケットでは、全殺紺牛乳の

売上げの約 80 %が TDDFからのものである o小さな顧客は冷却設備を持

っていないためにその注文がかなり退によって変勁すると いう問題がある。

好評を保つためにも 、戻ってきた牛乳を受け取るとい うこ とは、 TDDFの

当然の行為である。この戻っ てき た牛乳は子牛を飼育する以外に遥当な使用
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方法がない。現在、戻っ てく る牛乳は、殺菌牛乳の 1日の出荷の約 5~ 7，，， 

を占めている。

8 7. 殺菌牛乳の版売花よって TDDF花生ずる販売収益の正確な見積りは

まだ昴定されていないが、 j虚幼は池の生産者に、 1リントル約 3.9 0バーツ

の一律代金を支払い、処理、輸送、記達の最近の経致見秘りは、 1リットノレ

．
 

1. 2 3バー ツと計募されている。

8 8. 現在の牛乳妬対する阪売手配は、 TDDFに大 きな利害凶係を生じて

いる o環境匠強いられ、他匠とり得る可能な道がないので、農場の経営の中

に、マーケッティングと記達の貨任を1旦つてきたが、こ の機弗を効果的に行

うために必怯な設備、茨四及び熟練者を備えていなかったo 更忙、最適なマ

ーケ ッティング運営の晟模を決定付けるため｛て必要な詳甜な情報ももってい

ない 。 しかしながら、強力な広報遥劫を消鍍を刺激するために！：li始されなけ

れば、殺菌牛学しの需要ばすぐ、＇C飽和点に達するであろうというのが一般的た

感じ方である。 一方、 TDDF及びその回 りの衛星牒場での牛乳生産は急速

な率で増加し、やがて現在の酪煤処理工場の容ばを越すであろう。いかなる

生牛乳の過剰をも防ぐために、新しい処理設備が設立され、新しい市楊販路

が1)月拓されなければならない。

8 9. 淵査団は、 TDDFのマーケッティングの閣題侭対してやさしい将決

法は見い出せなかった。様々な可能性のある方法の中で、 1つの祥決法は、・牛乳のマ ーケッティングを、同国の主な消賀センク ーの至る所妬、必要な設
哺を備え持った国立の確かな 1つの会社匹任せることであろう 0 1也の解決法

は、第 2次協定の第 3項に記救された自治機関がマ ーケ ッティング経営を受

け持つことである。その場合、この 自治城閣は、種々の設備投資を しなけれ

ばならないであ ろう o 即ち 、冷蔵トラック 、小売店用の‘,U気冷蔵犀及び小型

記達トラック等。 この投資は高価であり 、その哉関は多分中期あるいは長期

の口 ＿ンという形で資金を増さなければならないであろう。また夏に第 3の

解決法は、政府が、現存の陥腹処理工場匠、MuagLekや国内の他の主要な
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生産センクーで生産された生牛乳を購入する義析を負わせることである。

杖歯牛乳

9 0. -Muag Lekでの牛乳生）度がこれから奴年、急速妬伸び、おそら (1975 

年までVCは、 1日(IC1 5 トンあるいはそれ以上'(Cなることは全く間迩いない。

視行の殺閑単位は、 1時間に 1/2トンの能率的な処理能力であるが、増大

する生産薗に対処するのが困維になることは全く確実である。役南され包装

することので食る最大祉は、 24時間で 12 トンになる。これらの殺菌牛乳

1 2 トン が安定 した市場を持つかどうかは、将来の市場の見述し、またどの ~ 
程度まで辿加の市均設備が設立されるか匠つい て十分知らなければおそらく

答の出ない問涵である。これらの重大な問題のどちらも、まだ本式匹調丙さ

れていない。

9 1. 牛乳の過剥が起りそうな危成及びその TDDF、「i紅邊集落と他の生産

者に対する影伊身を防ぐためには、今後起るであろう過剰牛乳の新しいが」用源

を慎重忙考えた方が良い ol且l函は、どのような新しい刈用源が捻体的（疋、生

産者と Bl匠ー街報りれるかということである。これもまた、この段堵では、

市場の咄向、種々の1洛悶産物の愉人に 1見する政簗問頗、及び産業振典の政策

たよって陥牒工揚陀与えられた現行の特梱の分析などについての知識の不足

化 より、明確な答えは 引き出せない 。それでも、粉ミルクや脱り旨扮乳の よう

ないくつかの新しい製品陀ついては、将来の小規模な牛乳の過剰堪、したが ~ 

ってその処理匠は必然的忙かなり高価なものになってしまうという理由で、

断念することができる。この段階での酪牒菜には、振貞の誘因となるものが

必要とされるので、利益の率が、新しい利用源の選択を左右する原則となら

なければならない。この観点から判断すると 、滅廂牛乳が、近い将来受け入

れられる最も将来有望なものであるように思える。

9 2. 現在、 1 5トンの滅菌牛乳が毎日クイに輸入されている（もし逆輸入

品があったと して もそのデークは入手できない）。現行の滅菌牛乳に対ナる
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輸入税は 40 %であり、小売店での価洛は、 150C.C.缶で 3.5 0バーツ、

5 0 0 cc．缶で 8.5 0バーツである。

9 3. 1時間匹 1.8トンの処埋能力を持つ滅菌工揚の原価は 10百万バーツ

に達する。現在、殺菌牛乳の原価（生産及び処理）は 1リットル 5.0バーツ

近くであり、滅菌牛乳の方は 1リットルおお よそ 5.5 0~5. 7 5バー ツであ

る。販売価格を考慮すると、滅菌牛乳は、 50 0 '.~C.の缶を 5 バーツで消貨者

vc配達するこ とができるのて、 TDDF(ICとって、たまたま一番利益のある

事業である。これによって今後、消伐を刺激することができる o 更に、それ

によって国がかなりの高の外国為替を保有することができるようになるであ

ろう。

．
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勧

4

，
 

告

凋査団は次の勧告を提起したい。

1) 陥燐莱が今日実行可i低であることがわかったので、また、 TDDFに対

してクイ政府が示した関心を基礎として、農菜省は、クイの酪脹産業の発展

のために、国の酪漿政策を実行する分別を持つべきである。このような政棗

は、生産者に対する奨励、特に保証された価格、増大する国産品や増大する

支払い困難な残高、牛乳販売のための販売設備、国内の生牛乳消貨の振興、

及び現在クイに存在する酪腹工揚の効果的な利用等に焦点を絞っ た方が良い。

これからの 'rDD  Fやその衛星陥盛のi舌動の拡張はすべて、この ような政策

tこかんがみて再吟味しなければならないであろう o クイ政府が望めば、デン

マーク政府は国の酪農浦発政策形成にあたり 、 クイ政府を援助する酪腹産業

コンサルクントを派逍することが考えられる。

ii)育種、研修及び普及の分野で TDDFが得た貨菫な知識や経救に より、

政府は取得した終験をより広秘囲に適用するよう（て考慮されたい。

iii) TDD  F及び酪農梨落匠於る交配牛増植計画は、 Red Dane の割合を

5/8に保って続けなければならない。このような交計じ計画を着手するため

忙は、現在の牛群の俎模が妥当である。後代検定は TDDFが始めるぺきで

．
 

ある。

IV) 2国間の第 2次協定第 5項忙従って作られる自治機関は、 TDDFに於 ~ 
る牛乳生産の商業的性質を認，；領しなければならないと調資団は忠告する。

V) 'I'DD戸の現在の能率水準を維持するために、殷場で働くク イ戚員の給

与体系は、同国で匹改する現代の商業企菜の給科と競合できるものでなけれ

ばならない o新たに任命される坦長は、オ幹者であり、ダイ ナ ミックで創造

カのある人でなければならない。その任務を有効に達成するしては、彼は十分

な実行力を持っていなければならたい。

VI) クイ政府は、多国、あるいは二国の財源からの援助で、 同国の牛乳生沌
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の水準を需要の伸びに合わせるため、できるだけ早い時期iて、殺菌牛乳と滅

菌牛乳の市場調査を行わなければならない。滅菌牛乳工場建設の最終決定は

市場謡壺の結果にi寺たなければならない。

Vii)新 しい システムで行われた 19 6 9年 10月から 19 7 1年 10月まで

の会計の完結後、 TDDFの原価／利益分析が、牛乳生産、処理、マー ケッ

ティングの経済力を示すため忙行わなければならない。

V!l0 同禄忙、酪点渠落及び自営’点楊の中で選ばれた住民の巖場経営d恥いは、

牒場が指定したデンマ ークの農耕学者や経済学者が行うぺきである。

IX) 財政的含蓄を評価するためには、農場の 4つの本質的な構成組滋、つま

り牛乳生産、牛乳の処雌と記達、研究と研修及び普及活叫それぞれ匠別々の

会計が設け られるぺきである。

x) より多くの若い幽民、農業技術者、大学の学生が TDDFで実地叫修を

受ける ことができるように、 i認場の寮や講堂の設備が拡張されるべきである 。

． 
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付 録 I

．
 

クイ、 Saraburi, Muag Lekのクイ ー デンマ ーク酪殷農場調査団

（委任基項）

1. 調査団は、 MuagLekに於けるクイ ー デンマークプロジ ェクトを

評価するため、クイに 5週i,B1を限妾匹滞在する。

2. 凋査品は次の 3名で栴成される。

) Mr.A.R.Ayazi , Evaluation Service F.A.O. 

ii) Mr.Ejner Nielsen , ~立功勿学祈究所

コペンハーゲン

Iii) Dr.Krui Bunyasingh , 農業省

クイ王国

DANIDAの技術援劫アドバイサー、 Dr.K.A.Kristensen は凋壺団

に司行する。

3. 過査団は、持匹以下の土記貞（疋焦点を溢く。

a) プロジ ェクト協定侭組み入れられたプロジェクトの』的と、司』

の酪農開発の現状との関連性の評価

b)  プロジェク ト設計の分析と、 プロジェク トの目的との一貫性

C) プロジ ェク トが取得したデンマークやクイの没資の分析、その妥・ 当性、及び描かれた目的をかんがみた上での、効果的な利用

d) 可能であれば、 プロ ・シェク トの産出萬と役資高との渓係の分析、

つまり 、費用／利益の分析

e) プロジェクトの業，1員の評価、即ち牛乳生産、育種、飼科生産、農

民 と政府技術者の研修及び普及活勅

f) 現在と近い将来における地方及び国家レベルに於ける 、プロジェ

ク トの経済的及び社会的影箸

4. 調査団は、調査結果、結論、勧告の報告書を作成する。 調査団は、報告
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書の最初の草案を クイで辻上げ、疲終原栢は、コペンハーゲ ンヘの帰路

で仕上げるよう努力する。調査団の報告書は、 DANIDAとクイ王国匠

提出さ れなければならない。 調査団の結倫と勧告の艮約が成告古の中に

,1み込まなければならない。

付 録 If

調査団が訪問 した官吏の名舘

1. M.R. Chakra thong Tongyai閣下

農業省、クイ王国

2. Albert Konigsfeldt閣下

クイ駐在デンマーク大使

3. Mr,Knud-illrik Tygesen 

；；か一書記官

デンマーク王立大使館、 バンコック

4. Dr. Sawaeng Ku 1 thongkham 

~I栢次官

巌莱省

• 5. Mr. Chakr Prichaironnarongkrarn 

総本甘い長、家畜部 ・

晟茉省

6. Mr,Boontome Vaidhyanuvatti 

部長、畜産部

畜産本部、製莱省

7. Mr,Vibul Sthitirat 

部長、海外製業沙外部

殷莱省
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8. Dr.Somnuk Sriplung 

部長、経済部

農業省

9. Dr.Virach Ar-romdee 

課長浦佐、プロジェクト課

プロジェクト部

国家経済閑発委員会

1 0. Mr. Vi chit Piya ron ． 本品長代理、土地開拓本部
厚生部

内奇省

1 1. Mr.Soksi Chwnoai 

課長、職莱閑発課

土地開拓本部

厚生部

内侑省

12. Mr,Vichai Tangtrongchit 

本晶長、喩入本部

海外貿易部． 経済省
13. Mr.Thara Thongtam 

海外農業渉外本部

農業省

1 4. Mr.Yod Vadhanasindhu 

連合長官

タイ デンマーク酪農農場

―-4 1-
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表 2. 牛群の発展

生 日口
1月 1日 4月30日

•一

Red Dane 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1971 
・- -----

雌牛 65 55 28 22 14 15 25 20 

1 8ヶ月以上の石雌牛 23 4 18 1 0 1 2 6 5 5 

6 ~1 8ヶ月 の若雌牛 2 1 7 7 1 1 6 3 1 

6ヶ月以下の若雌牛 1 5 8 6 5 4 3 2 

1 8ヶ月以上の雄牛 24 1 1 18 1 4 7 7 4 2 ． 6 ~1  8ヶ月の雄牛 5 19 12 3 4 4 

6ヶ月以下の雄牛 20 12 2 4 1 5 

計 154 126 91 69 48 31 42 34 

Red Dane交品種

雌牛 4 36 120 211 327 463 539 

1 8ヶ月以上の若雌牛 3 18 83 168 246 250 213 215 

6 ~1  8ヶ月の若雌牛 22 109 170 235 255 220 218 208 

6ヶ月以下の若伽牛 60 78 132 11 2 11 2 135 11 6 155 

1 8ヶ月以上の雄牛 5 6 1 1 4 8 

6 ~1 8ヶ月の雄牛 23 1 7 8 7 1 7 18 46 54 

6ヶ月以下の雄牛 58 57 ， 1 6 39 29 76 102 
計 166 284 439 663 886 990 1,136 1,281 

． 牛礼クイプの交配種
雌牛 73 169 283 239 161 102 54 47 

1 8ヶ月以上の若雌牛 168 188 35 21 5 6 2 4 

6 ~1 8ヶ月の若雌牛 107 1 6 1 8 2 4 2 1 D ， 
6ヶ月以下の若雌牛 5 19 4 5 6 

1 8ヶ月以上の雄牛

6 ~1 8ヶ月の雄牛 3 

6ヶ月以下の雄牛 4 1 

計 353 392 .5 36 262 170 114 76 70 
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1月 1日 4月30日
在

原地産 Red Sindhl 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1971 

及び Zebuの交配種

雌牛 1 59 173 1 7 1 100 35 1 3 7 7 

1 8ヶ月以上の若雌牛 96 14 

1 8ヶ月以上の雄牛 1 6 

計 2 71 1 8 7 1 71 100 35 13 7 7 

Red Sindhi 

雄牛 29 27 28 35 ． 
1 8ヶ月以上の若雌牛 2 7 7 2 

6 ~1 8ヶ月の若雌牛 7 2 6 

6ヶ月以下の若雌牛 2 1 0 5 

1 8ヶ月以上のi佳牛
， 4 3 

6 ~1 8ヶ月の雄牛 1 6 3 1 2 

6ヶ月払下の雄生 2 4 5 

- - 口叶 59 48 54 56 

Sahi wa 1 

雌牛 ， 11 8 1 0 

1 8ヶ月以上の石雌牛 3 2 

6 ~1 8ヶ月の若延牛 2 

6ヶ月以下の店雌牛 2 

1 8ヶ月以上の雄牛 2 3 3 ． 
6 ~1  8ヶ月 の雄牛 4 

qヶ月易：fの雄生 4 

20 20 13 11 

面牛の合計成 944 9 89 1,037 ・J,094 1,218 1,216 1,328 1,459 
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表 3 クイ デンマーク酪農農場の見積り収支の動き

（百万バーツ芦•

61ギ10月22r:3 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 
～る3年12月31日 -

投 貞 頌 7.6 0.7 0.8 0.7 0.9 22 0.6 7.2 

デンマーク 6.3 0.6 0.8 0.7 0.9 2.2 0.6 1.0 

ク イ 1.3 0.1 42 

TDDF注2. 2D ． 
経 常 鵞 5.4 25 3.5 4.4 3.7 5.1 7.5 1 5.1 

デ万ク‘庄3. 3.4 2.4 3.4 4.3 3.6 4.9 7.3 1.6 

ク イ 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 

T DD  F 13.3 

収 入
0.8 0.6 1.5 2.4 22. 3.6 

(TDDF) 
6.3 9.2 

注1. 1 0ガの位の近似故

注 2. TDDFの収入から叡食される投衰近は 19 7 D年以外は行なわれ

ていない。． 注 3. 1 9 7 0ギ以外は TDDFから訣よされた経常戎用を含む。
庄） TDDFが提供 した次字は晟終的なものではな いと考える。
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表 5. TDDFが優遇したクイ 域員の特別研究員の地位

学両の分野 共学生改 ・共学生故／月 TDDFが呆肖する

灸学制度を受ける

官 吏 数
,,..., 

農業経済 4 9 6 3 

獣 医 2 2 4 

機 械 工 2 1 3 2 

． 邸股研修概論 1 1 5 7 0 6 

表 6. TDDFが講入又は喩入した雌牛数

年次 数 霰 品 種

1 9 6 2 3 9若雄牛 Red Dane 

2 3 7雌牛及び若雌牛 原地産

5 4雌 牛 ％原地産、％ Red Sindhi 

3 4雌牛及び若雌牛 Zebu交虻種

1 9若雌牛 Brown Swiss交記種

3 3雌 牛 Jersey交品種

1 9 6 3 5 0若雌牛 Red Dane ． 1 9 6 4 2 7 8若嘩牛 牛乳型交配種

2 5若雌牛 Jersey交品種

1 9 6 5 5 0若雌牛 牛乳迎交配種

8 3雌牛及び若雌牛 Jersey交配種， 1 9 6 8 2 7子 牛 Red Dane 交配種

3 0雌牛及び若雄牛 Red Sindhi 

｀ 
1 2雌牛及び若雌牛 Sahiwal 

1 9 7 0 1 5若碓牛 Red Dane 

計 986 
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表 7. 1 9 6 2~1 9 7 D年に於ける TDDFの研修活勅

コ ー スの種頌 行なわれた 参加する 卒菜 した 1 iilf 1多者当

コース数 祈修者数 研修者数 りの慨算経

長 (baht)

1. 石い学生のための ， 2 2 4 1 7 3 6, 0 0 0 r 

1年コ ース

2. 戦業教官のための J 
1 0 a b 

3週濁 コース

3. 大学の学生のための
1 0 1 7 1 ． 10~20日閻 コース

a b 

4. t寺没コース

i) ラオス学生 1 2 a b 

ii)設菜戚業学校の学生 2 1 3 a b 

Iii) Saraburi澁免 3 0 a b 

a) 正式な卒業を必妥としない。

b) 経災は学生が払う 。

及 8 1 9 6 2~1 9 7 0年に於ヴる TDDFの普及活勁

普及活勅が底易レペル 牛乳記忍サ 育種の目的 農戊所9月の

亙用される で夫行され ービスが適 で殷民に元 助物侭行う

酪農農戊故 る人工投消 用される酪 られた雄牛 予防疾種数

致 晨民数 及び雌牛数

1 9 6 2 8 ． 
1 9 6 3 1 2 

1 9 6 4 5 1 6 1 3 2 

1 9 6 5 5 1 5 52 1 9 4 ヽ
1 9 6 6 7 1, 1 9 5 4 1 2 8 9 

1 9 6 7 ， 9 6 4 2 6 4 4 6 ’ 
1 9 6 8 1 6 807 1 6 1 3 4 7 0 6 

9 6 9 2 5 1, 1 7 3 2 5 1 6 1 1, 1 2 2 

9 7 0 3 5 1, 6 1 6 3 5 1 4 0 1, 6 6 3 
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表 9. Muag Lek 妬於ける牛乳生産計画

T D D F 硲農集落及び自営農場 ノロ 計

1• II .、 牛 牛乳（ トン） 乳 牛 牛乳（ トン） 乳 牛 牛乳（ トン）

2 4 5 5 2 D 1 6 0 1 1 3 4 0 5 6 3 3 

2 8 5 6 5 0 225 328 5 1 0 9 7 8 

3 5 9 933 2 3 7 4 3 5 5 9 6 1, 3 6 8 

4 4 8 1, 2 5 5 3 5 1 7 0 1 7 9 9 1, 9 5 6 

4 7 0 1, 3 1 5 490 1, 0 3 0 960 2,345 

4 9 0 1, 4 4 5 7 4 0 1, 6 3 0 1, 2 3 0 3,075 ． 4 9 D 1, 5 2 0 9 9 0 2,2 8 D 1, 4 8 0 3,8 o D 

4 9 0 1, 5 9 0 1, 2 4 0 2,980 1, 7 3 0 4,570 

4 9 0 1, 6 7 0 1, 4 9 0 3,725 1, 9 8 0 5,3 9 5 

．
 

仮 定 事 項

A ,TDDF妬ついては、

） 乳牛数は、 1 9 7 2~1 9 7 5年問一定である こと。

ii) 1．←項当りの泌乳堪は、 1 9 7 2年から 19 7 5年ま で、毎年 15 0 

リットルずつ上昇する。

B ．酌農集浴及び自営擬場匹ついては、

i) 築浴住武 と自営城民は、 1 9 7 2年から 19 7 5年まで、母年 25 

人ずつ着える こと。

● ,j) 1 9 7 2年から19 7 5年まで、乳牛数は、全ての必農集落民、及

び自営談民夜とって毎年 25 0頭ずつ曽えること 。

Iii) 1 9 7 2年から 19 7 5年まで、 1乳牛当 りの泌乳直は、毎年 10 0 

リットル毎に噌えるこ と。
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弟 1次および 蛤 2次 協 定の要旨

弟 1次協定 1 9 6 1年 10月 20日に凋印された、デンマ ークお よびク イ

両国間の励定（第 1次）によれば、 クイ国改府はこのプロジ ェクト に対し、

3 7 0ヘククー (2,0 0 0ライ） の土地と 、既 手ヽの建初と金譲り 、 同峙妬牛

舎と管理者の住毛忙迪ずるアスフ ァル ト道をフレンドジップ ・ハ イウ エイ か

ら延長した。さらに、協定たよって、タイ』攻吋は土地を閉こんし、 耕起し、

栽培妬供し吊るようにすることが規定されている。当埒、その土地の大半は

ジャングルであった。

このプロジェク トに対するデンマーク )IJの分但粂1牛は、その曲の必妥な姥

勿をたて、楕をこさえ、牧＃地を造成し、 通当孜の礼牛を成場へ導入し、ま

た必要な設備を供与することであった。そのほか、小函痰殷湯匹吋しても設

扁を供与することとなっていた。

弟一次協定は、 1 9 6 9年 10月 20日匠胡尚満了 となった。 この第 1伽

定の 8半蘭は、共同貸任のあるクイl)llj幼長の協力の下vC、デンマ ークi,11]の経

営管理によって運営された。この 8，半国の成用のすぺては、デンマーク測が

負困した。牛乳や家畜の尼却匹よる収人は、経費の 1部妬あてられた。 この

8平直jvcデンマーク..rtlJが支出した念経蚊は 23. 5百Jjバーツに達した。

品 2次協定 弟 2次励定は 19 6 9年 11月 18日匠蝿印されたが、期 IEi」は

4カ年、 1 9 7 3年 10月 19日匠終了することとされた。 この協定では、

最初の 2年閻は、共同責任のあるク イ測湯長の協力の下匹、デンマーク 測の

経営管埋花よって運営するものとされた。この 2カ年経過後は、こ のプロジ

ェク トはク イ国攻吋の責任の下に自主運営されるものであ り、 その後期 2ケ

年1Ef1は、デンマーク帷lの技術者は助言者と して とどまるものとされだ。

クイ国攻吋は、 このプロ・ジ ェク トの供用地、建・1勿、設備などを引続き活用

する。この点は弟 1次協定た よってクイ 国政吋の資産 となった家畜忙ついて

も同点である。協定の規定l(Cよれば、 クイ 国攻府は 4.9 S Jjバーツの範囲内

-5 0 -
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贔

で、 1棟の寮、 53戸の改員および戯夫の宿舎を含む新しい建吻を建て、ま

たこのプ ロジェク トに必妾な給水施設を改善する こと にな って いる。

またデ ンマーク 国攻吋も 、 3.2百万クロ ーネ (9百J5バーツ）の範囲内で、

各 1棟の牛舎と小牛小屋を建て、プロジ ェク トの運営に必要な設備を補充し、

3名のデンマーク技術者の派遣を用意する ことになっ ている。

．
 

． 
~
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海外晨林莱開発揺刀慈‘貞嘩又券渠事莱

主 催 日本熱帝煤莱学会、海外農業開発財団

後援 殷林省、外務曾、迪産省

海外技術曲力卦采』、経済 I卦体述台去、 畠民協云

~ ヽ

協 貸 この 争業の造旨に資同する企業または団沐（協贅会快は 1口5}j

月とする。）

担 旨 わが画の経済力と技術水準は、 玩在では単妬国内での充共を』る

ばかり ではなく、進んで海外とくに認発途上国の追歩 • 発成にも

寄与すぺき友階にあると思われる。

しかるにわが国の出店、全上国に対する技術協力や悌発援助の争莱

は 、 現状では必すしも広く ~l、もの関心や支t寺を，寺るには至っ てい

ない。また攻村、戊，a1を＇口1わず、従米の対外協力手采の任り方は、

,・甘手国の攻吋や民閾の戎，清に応じて行ってきたとはいえ、必ずし

もその国の足消や発展の戎階に兵に適合 しているとは言いがた く、

今や内外の情芳は曲ノ］のあり方を再検，i寸すぺき 段i渚匹立ち いたっ

ている。

こうした事情をふまえ、 これら 阻発途上』の免足の基礎である巖

林采匠対す るわが国の励力のあ り方について広く 意見を募る とと

も忙、呉本凶な技術協力や油発汲劫のプロ・；； ェクトの構成や佳進

について創意にみちたア イデアを求める ことを目 的としてこ の手

果を実施する。

．
 

． 
~ 

直務局 この春業の頃務局は海外殷莱固発財団にお く。
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審 査 委 員

姿員長 西 JI I 五郎 （日本然帝農菜学会会長

束京教育大学袋学部教授）

委員 小倉忠治 （東京疫工大学裂学部教授）

~ 
大戸 元 長 （海外農業開発財団専務理事）” 

II 衛藤 席吉 （釆京大学教養学部教授）

” 加賀山 』 雄 （農林水産技術会議委員 ）

” 玉井虎 雄 （釆京殷業大学教授）． II 長戸 公 （熱帝植物資源研究センク ー所長 ）

” 原 或造 （熱帯林業協会副会長）

” 林 西 郎 （日本熱活農業学会副会長）

” 福井 信 吉 （冨民協会理卓長）

II 逸 見 謙三 （采京大学農学部教授）

II 打追ョ 田寿見 （日本熱帯農業学会副会長）

” 山本
双旦 （殿応義坐大学経済学部教授）

II 吉原 平二祁 （海外技術協力卓菜団常務理事 ）

募 渠 要 領

この辛業は第 1部論文募集と第 2部ア イデイア募集の 2部制とする。応募は

● 麟課凶を選んでもよい。
I 扁 文募 渠

1. 「日本の海外農林業開発協力の問逍点と その 解決法」またはこれに類

する課逍

注 ：こ の間越を，悉括的に雄じてもよいし、具体的至例妬よ って 邪分的

な司題をとり あげて述ぺてもよい。

2. 「海外農林業開発協カプロジ ェク ト式案」またはこれ侭煩する課題

注 ：ある国のある地方、またはある問題というように、呉体性をもち、
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かつ夷践に述る課；国で独剖的なものを望む。

I1 アイ デイア募集

「こうすればよかろう」とか「こんな考えはいかが」といった提言や、

プロジェクトを構成したり推進するためのアイデイアまたはヒントを1寺

たれる方からの小文を・＃集する。

lll 応 ：痒規定

1. 応活負格

募渠の ．亜旨妬伐I司される方は、i固人、グループを問わず、 またペンネ

ームでも応必できるただし未応表のもの匹限る。

2. 執直妥碩

なるぺく横杏き、当用漢千、祈かな使い、 C G S単位を用いること 。

扁文匠は目次および 4Ll 0芋 1孜ていどの ・及約をつける こと。

3. 原稿衣孜 命文 ：40 0字詰 30枚以内

アイデ ィア： 40 0字詰 3~5枚ていど

4. 原裕の締・切 ：I附r.049年 1月 15日

5. 原栢の ．き付元 ：?107釆京孤港区赤坂 8-10-32ア、ジア去館内

海外盛菜朗発財直恋よ扁文係

lV ：庄五 ・没＇貸

1． 沓査安只会匹よって必考を行う。

2 受

第 1日＄ 論 文 第 2部 アイディア

1 席 3 0万丹 1名 5万円 1名

2 席 2 0万凸 1名 2万円 1名

佳 作 5万円 5名 1ガ円 5名

多加仕 全員 なし

3. 発表期日 4 9年 3月 10日

4. 受廷式 4 9年 3月 20日頃
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応券嘩 文の 取扱 い

1. 応募論文の著作権は主催者に帰品するものとする。

2. 入選論文については広く祈俎、雑誌等に より公表するものとする。

3. 建設的な意見やアイディア、 プロジェクトとして実施可吃な内容（てつい

ては、 これらを活用して祈プ ロジェクトを溝成 したり、それらが実現で

きるような努力を別途はらうこととする。

．
 

．
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．
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海外裟莱に対する協力卓采ならひ濯：閑発挙業に従事 したい方

叫外煤菜化対する励力羊栄ならびに関発半業に必要な人材を求めている方

は本財団へご連；；各ください。

海外晨菜開発財団は圧の基業を行な っています。

〇 海外農莱技術呑 となる ことを希望する方の登録 とプール

〇 祈人の海外技術者への壺成

o i寺成中の技術のプ ラッジュア ップ妬必妥な叫修最の貸付
0 海外農業の協力および開発畢莱を している 団体、企菜へ優秀な農采技術

者のあっせん

0 海外農菜過査団の最成 ・逸出

〇 海外農業情報のしゅう采、紹介

．
 

海外農采ニ ュース

泊札l4 8年 11月 20日

編集発行人

通巻第 48号

石黒光

発行 所 財団法人海外農業開発財団

1 07 

呆京都港区赤坂 8-10-32

アジア会館内

屯話飲）478-3508
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